
本
町
で
は
、
児
童
一
人
一
人
に

確
か
な
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め

諸
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
に
、
漢
字
検
定
補
助
事
業

が
あ
り
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
全

て
の
児
童
へ
受
験
の
機
会
を
与

え
、
「
漢
字
検
定
合
格
」
の
明
確

な
目
標
を
持
た
せ
取
組
の
充
実
と

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
本
校
に
お
い
て
は
、

二
月
五
日
の
漢
字
検
定
「
全
員
合

格
」
に
向
け
、
一
月
二
十
五
日
か

ら
二
月
五
日
ま
で
を
、
漢
字
検
定

推
進
期
間
と
位
置
づ
け
、
漢
字
の

習
得
に
か
か
る
取
組
や
、
個
々
の

目
標
の
明
確
化
を
図
る
た
め
に
定

期
的
な
模
擬
試
験
や
豆
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
取
組
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
に
お
い
て
は
、
お
子
さ
ん
の
受

験
級
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
励

ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

夏
日
、
暖
冬
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

等
、
世
界
的
な
異
常
気
象
に
つ
い

て
連
日
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
生
活
も

そ
う
で
す
が
植
物
の
生
長
等
に
お

い
て
様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。
本
校
に
お
い
て
も
、
一

人
一
鉢
運
動
で
、
秋
に
植
え
付
け

た
ベ
ゴ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

サ
ル
ビ
ア
等
の
草
花
は
雨
の
日
が

続
き
生
育
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
子
ど
も
達
は
、
一
人
一
鉢
運

動
を
と
お
し
て
、
植
物
の
生
長
を

見
守
り
、
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

優
し
い
心
と
責
任
感
が
育
ま
れ
ま

す
。
今
後
は
天
候
が
回
復
す
る
と

と
も
に
、
活
動
の
継
続
に
よ
り
、

植
物
が
力
強

く
育
ち
、
学

校
が
花
い
っ

ぱ
い
に
な
る

よ
う
願
う
も

の
で
す
。

今年の干支は、「申」です。申年は、十二支の九番目あたりま

す。申年は、「申（サル）」が「去る」という意味を表し、「悪

いことが去る」や「病が去る」などいいことや幸せがやってく

るという年とする一説があります。申年(さるどし)生まれの人

は、猿が賢い山神として崇められていたために、利口な人であ

ると言われます。また、動きが面白くもあったので、人を笑わ

せるのが好きな人であり、好奇心も旺盛だとか。

さて、猿と言われると「見ざる・言わざる・聞かざる」の三

猿を思い出す方は多いのではないでしょうか。その説は各国や

文化によって意味するところは多少違うようです。一説では、

叡智の３つの秘密を示していると言われているようですが、「子

どものときは、世の中の悪いことを見たり、聞いたり、言った

りしないで、素直なまま育ちなさい」という教育論的なものだ

という意見と、大人になってからの処世術で余計な事は見たり

聞いたりしても、むやみに他人に言ってはいけないと言う戒め

だという説もあるようです。

学校においては、生き方としての三猿の教育的な意味を踏ま

えつつ、学習の学び方や学校生活の過ごし方として、子ども達

へ「物事をしっかり見る、自分の考えをはっきり述べる、相手

の話していることをしっかり聞く。」ことを徹底して取り組み

たいと考えています。さらに、考

えたことを記録する「書く活動」

の充実を図りたいと考えています。

子ども達が、賢く、好奇心旺盛

に楽しい学校生活を送れるよう取

り組みの充実を図って参ります。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
た
こ
と
を
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
が
益
々
充
実
し
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う

引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
私
は
、
字
を
丁
寧
に
書
く
よ
う
に
が
ん
ば
る
。
」

「
僕
は
、
理
科
の
実
験
方
法
や
社
会
科
の
都
道
府
県
を
し
っ
か
り
覚
え
る
。
」

「
私
は
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
」

「
私
は
、
学
習
の
約
束
を
守
っ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
す
る
。
」

始
業
式
に
学
年
代
表
の
児
童
が
発
表
し
た
今
学
期
の
目
標
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
振
り
返
り
、
力
強
さ
と
実
践
意
欲
を
感
じ
る
発
表
で
し
た
。

新
た
な
学
期
、
新
た
な
年
を
、
子
ど
も
達
一
人
一
人
が
目
標
を
掲
げ
て
新
鮮
な
気

持
ち
で
迎
え
た
よ
う
で
す
。
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
よ
う
に
、
何

事
も
年
の
最
初
に
計
画
し
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
達
成
可

能
な
目
標
を
掲
げ
て
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
内
容
と
方
法
を
示
し
、
そ
の
都
度
、

点
検
、
評
価
を
行
い
改
善
を
講
ず
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
年
の
初
め
に
目
標

を
掲
げ
計
画
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
児
童
一
人
一
人
の
掲
げ
た
目

標
の
達
成
へ
向
け
て
、
具
体
的
に
計
画
し
た
事
が
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、

学
校
、
家
庭
が
連
携
を
密
に
し
た
取
組
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
三
学
期
の
授
業
日
数
は
五
十
四
日
間
と
他
の
学
期
に
比
べ
て
短
い
学
期
と

な
り
ま
す
が
一
年
間
の
学
習
の
ま
と
め
と
な
る
内
容
の
濃
い
学
期
で
す
。
ま
た
、
六

年
生
に
と
っ
て
は
、
小
学
校
六
ヶ
年
間
の
ま
と
め
、
中
学
校
へ
の
準
備
の
学
期
と
な

り
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
一
人
一
人
が
何
事
に
も
臆
す
る
こ
と
無
く
、

も
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
大
き
く
飛
躍
す
る
た
め
に
も
、
児
童
が
こ
れ
ま

で
学
習
し
た
こ
と
、
諸
行
事
や
委
員
会
活
動
等
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を

再
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
取
組
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

嘉
儀
山
っ
子
が
大
き
く
成
長
す
る
学
期
、
大
き
く
飛
躍
す
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
地

域
、
家
庭
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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